
よりよい学校
がっこう

に するために 

芳田
ほ う た

っ子
こ

が まもる「生活
せいかつ

のやくそく」(1・2 年) 

平成
へいせい

2９年度
ね ん ど

 芳田
ほ う た

小学校
しょうがっこう

児童会
じどうかい

 

 

「やくそく」から「もくひょう」に！ 

やくそくが あるのは … みんなが たのしく，しあわせに すごすため。 

やくそくを まもりあう クラスになれば，やくそくを まもりあう 芳
ほう

田
た

小
しょう

になれる。 

やくそくを まもりあっていけば，やくそくも あたりまえに なる。 

 

①じかんを まもる。 

 ・とけいを みて，じゅんびをする。 

・チャイムは，「はじまりのチャイム」。 

 ・つぎの がくしゅうの よういを してから，やすみじかんに はいる。 

  ②あいさつ・へんじを する。 

・あいての 心
こころ

に とどく声
こえ

で する。（ありがとう・ごめんなさい・すみません･･･） 

・がくしゅうの はじめと おわりの あいさつを，おおきなこえで する。 

・なまえを よばれたら，「はいっ」と へんじを する。 

・しょくいんしつに はいるときは，「しつれいします。」・なまえ・ようじ・「しつれいしました。」をいう。 

  ③ろうかを あるく。 

・いそがないように 生活
せいかつ

をする。→ろうかは，「あるく」。 

 ・あるく ひとの ために，ろうかや かいだんを ただしく つかう。 

・ろうかの 右
みぎ

がわを あるく。 

・りかしつと ちょうりしつ前
まえ

の ちゃ色
いろ

ブロックの上
うえ

は，下
した

ぐつをはく。 

 ・くつを，ただしく はく。 

④もちものを そろえる。 

・がくしゅうに ひつようなもの だけを，もってくる。 

・まえの ひに，ひつような もちものを“じぶんで”たしかめる。 

⑤みんなで きもちのよい きょうしついどうを する。 

・じゅぎょうの はじまる ３ぷんまえに，ならぶ。 

・わすれものが ないか，かかりが よびかけてから、ならんで，しずかに いどうする。 

・しゅうかいや しきを おえ、たいいくかんから かえるときは、ならんで しずかに いどうする。 

⑥きもちのよい ほけんしつの つかいかたを する。 

・ほけんしつに いくときは，せんせいに つたえてから いく。 

⑦まわりの ひとが よろこぶことを する。 

・じぶんの はいた スリッパも、はいていなかった スリッパも、ならべる。 

・あいてに，「おもいやり」を もってはなす。 「ありがとう。」 「すごいね。」 ていねいなことば 

ねん   ばん なまえ                 


